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      岩手県への意見提言・要望等について 

                      令和６年１月 花巻市手をつなぐ育成会 

意見要望項目  意 見 要 望 等 内 容 

障がいのある方々の災害

時の対応について 

 

 

 令和６年元日に発生した能登半島地震では、障がいのある方々も被災

したようですが、一般の避難所で一緒に過ごすのが難しい場合が多く、

その家族は、被災した自宅や車中泊で不自由な生活を余儀なくされるこ

とが多いと聞いています。医療的ケアを必要とする方の電源確保などそ

の他の課題も多いです。昨年10月1日時点での、都道府県別の個別避難

計画策定の状況を見ても、岩手県の場合、全部策定済の市町村は少なく、

一部策定済みのところがほとんどで、中には未策定の市町村もあります。

市町村が障がい者などの避難行動要援護者へのきめ細かい対応を進めて

いくことができるよう、県として必要な施策を講じていただきたいと思

います。また、人員も確保して実際に機能する福祉避難所を整備し、障

がいのある方々が安心して避難生活ができるよう引き続き対応を検討し

ていただきたいです。 

 

医療機関での円滑な受診

について 

 

 

障がいのある方々にとって、医療機関での受診は病状の伝え方の難し

さや障がい特性により長時間待てないなど、配慮を要することが多く、

程度によっては病院の受診を躊躇する場合もあります。北上市にある県

立中部病院に於いては、北上市医師会と北上市手をつなぐ育成会が作成

した受診サポート証の提示が有効で、必要な配慮を受けられる方もいま

すが、他市町村からの患者も多く、障がいのある人誰もが使えるものに

はなっていません。県及び県医師会では医療機関での円滑な受診をサポ

ートするため「みんなの受診サポート手帳」改訂版を平成 31年４月に発

行していますが、手帳の利用は有効な手段でありながら、その存在が広

く浸透されていないように感じるので、障がい者団体への周知と併せ、

医療機関にポスターやチラシを掲示するなど双方向に対し活用の推進を

図っていただきたいと思います。 

 また、小児科から成人期における各診療科への移行支援についてもス

ムーズに移行できるよう、県としても関係機関に積極的な受け入れにつ

いて働きかけをお願いいたします。	
	



高等部卒業後の夕方支援

のニーズ調査の実施につ

いて 

 

 

障がい児の放課後や休日の余暇支援として、２０１２年に放課後等デ

イサービスが制度化され、その後、一気に事業所の数も増えました。そ

のおかげで、放課後の生活が豊かになり、保護者が夕方まで安心して働

けるようになり、今では障がいのある児童・生徒にとってなくてはなら

ない事業になっています。	
しかしその一方で、高等部卒業後は放課後等デイサービスを利用でき

なくなるので、卒業後に通所の事業所のサービスを利用する場合、障が

いの程度によっては一人で留守番ができず、どちらかの親が仕事を辞め

たり、労働時間の短縮により対応しているような状況です。市町村によ

っては、日中一時支援事業を使って、夕方支援を行っている事業所もあ

りますが、これは国の必須事業ではなく、市町村事業なので報酬単価も

低い為、事業所としてもなかなか利用枠が増やせないのが実情です。特

に今はどこも人手不足でそのための人員を確保できない状況です。	
障がい児の放課後問題は卒業後も続く永遠の課題です。岩手県として

も必要性を認識し、昨年度もお願いしましたが、放課後等デイサービス

利用者の保護者を対象に、まずは夕方支援のニーズの実態調査をお願い

したいと思います。	
	

	
 


